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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月11日(2017.7.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　ところで、所定の実行タイミングになったら所定演出を実行するという構成では、設定
画面の表示中に所定の実行タイミングとなった場合に、設定画面の表示に支障を来たすお
それがある。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　それ故に、本発明の目的は、設定画面の表示に支障を来たすことなく所定演出を実行す
ることが可能な遊技機を提供することである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、上記の課題を解決するために以下の構成を採用した。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明に係る遊技機は、遊技者に有利な特別遊技を実行するか否かを判定して、その判
定結果に応じて前記特別遊技を実行する遊技機であって、所定の操作に基づいて設定画面
を表示する設定画面表示手段と、所定演出を実行可能な所定演出実行手段とを備え、前記
所定演出実行手段は、前記設定画面が表示されていないときに所定の実行タイミングにな
ったら前記所定演出を実行する一方で、前記設定画面が表示されていたら前記実行タイミ
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ングであっても前記所定演出を実行しない。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　この発明によれば、設定画面の表示に支障を来たすことなく所定演出を実行することが
可能である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者に有利な特別遊技を実行するか否かを判定して、その判定結果に応じて前記特別
遊技を実行する遊技機であって、
　所定の操作に基づいて設定画面を表示する設定画面表示手段と、
　所定演出を実行可能な所定演出実行手段とを備え、
　前記所定演出実行手段は、
　　前記設定画面が表示されていないときに所定の実行タイミングになったら前記所定演
出を実行する一方で、
　　前記設定画面が表示されていたら前記実行タイミングであっても前記所定演出を実行
しないことを特徴とする遊技機。
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